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（以下，ベトナムプログラム）」はパイロットプログラムを 2011 年度，2012 年度の 2 か年度実施（筒
井ほか，2012；筒井ほか，2013）した上でのスタートとなったが，回を重ねるごとに新たな意義を
認識するとともに課題も見出してきた。本稿では 2013 年度と 2014 年度のベトナムプログラムの取
り組みと意義について紹介する。 
ベトナムプログラムは，ベトナム中部のトゥアティエンフエ省（tỉnh Thừa Thiên - Huế）フエ市
（Thành phố Huế）にあるフエ科学大学を拠点に行っている。フエ科学大学（College of Sciences, 
Hue/Trường Đại Học khoa học Huế）はフエ大学（Hue University /Đại Học Huế）に属する大学で，具体
的なベトナムプログラムの実施カウンターパートは，筒井が長い研究協力関係を持つ地理地質学部
が担っている。2013 年度と 2014 年度のベトナムプログラムは，集落社会グループや集落資源グル
ープは 2012 年度のパイロットプログラムと同様にフーヴァン県（huyện Phú Vang）フールオン行政
村（xã Phú Lương）レーサーチュン村（thôn Lê Xá Trung）を中心にフィールド演習を行った。一方，
自然環境グループは調査対象地域をよりテーマに則したものにするため，小玉が担当した 2013 年度
の地形調査ではフーヴァン県内の砂州海岸を，菅森が担当した 2014 年度の地質調査ではフエ市内お









ム（以下，ベトナムプログラム）」はパイロットプログラムを 2011 年度，2012 年度の 2 か年度実施
（筒井ほか，2012；筒井ほか，2013）した上でのスタートとなったが，回を重ねるごとに新たな意
義を認識するとともに課題も見出してきた。本稿では 2013 年度と 2014 年度のベトナムプログラム
の取り組みと意義について紹介する。 
研究協力関係を持つ地理 質学部が担
っている。2013 年度と 2014 年度のベトナムプログラムでは，集落社会グループと集落資源グルー
プが 2012 年度のパイロットプログラムと同様にフーヴァン県（huyện Phú Vang）フールオン行政村
（xã Phú Lương）レーサーチュン村（thôn Lê Xá Trung
フィールド演習を行った（図 1）。 
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Ⅱ プログラムの概要 
2013 年度は 2014 年 2 月 28 日か






































図 1 調査対象地位置図 
出典：“Tập bản đồ hành chính 63 tỉnh, thành phố Việt Nam 2011”を加工。 




ベトナム航空VN0321  関西国際空港10:30   ホーチミンシティ14:10







2014年3月2日 全日：フィールド演習宿泊：Nguyen Hue Hotel














ベトナム航空VN1520  ダナン20:40   ハノイ21:55



















科から合計 8 名（表 2），フエ科学
大学からは教員と学生あわせて




















筒井ほ 「海外フィー グラム」の取り組みと意義 
（筒井ほか，2013）が，年度末の業務が多い中で帯同職員を確保することが難しかったため，ティ
ーチングアシスタントを配置して体制を整えた。 
2014 年度は 2015 年 2 月 27 日から 3 月 8 日まで実施した。日程は表 4 の通りであるが，航空券手





































表 2 2013 年度の参加学生 
所属 性別 学年 調査グループ
1 地域環境学科 女 2 自然環境
2 地域環境学科 男 2 自然環境
3 地域環境学科 男 2 自然環境
4 地域政策学科 男 2 集落社会
5 地域教育学科 女 3 集落社会
6 地域文化学科 女 2 集落社会
7 地域政策学科 男 2 集落資源
8 地域政策学科 女 2 集落資源  
表 3 フエ科学大学からの 2013 年度参加者 
所属 性別 調査グループ
1 地理地質学部 男 自然環境
2 地理地質学部 男 自然環境
3 地理地質学部 女 自然環境
4 地理地質学部 男 自然環境
5 地理地質学部 男 自然環境
6 地理地質学部 男 自然環境
7 地理地質学部 女 集落社会
8 地理地質学部 男 集落社会
9 地理地質学部 女 集落社会
10 地理地質学部 男 集落社会
11 地理地質学部 女 集落社会
12 地理地質学部 男 集落資源
13 地理地質学部 女 集落資源
14 地理地質学部 女 集落資源


































2015年3月2日 全日：フィールド演習宿泊：Nguyen Hue Hotel

























表 5 2014 年度の参加学生 
所属 性別 学年 調査グループ
1 地域環境学科 男 2 自然環境
2 地域環境学科 男 2 自然環境
3 地域政策学科 女 3 集落資源
4 地域政策学科 女 2 集落資源  
表 6 フエ科学大学からの 2014 年度参加者 
所属 性別 調査グループ
1 地理地質学部 女 自然環境
2 地理地質学部 男 自然環境
3 地理地質学部 男 自然環境
4 地理地質学部 男 集落資源
5 地理地質学部 女 集落資源
6 地理地質学部 男 集落資源
7 地理地質学部 女 集落資源













人数であっ ため引率教員を 2 名とし，自然環境グループの担当が菅森に変更となった。自然
環境グループ（担当：菅森）はフエ市周辺に露出する基盤岩を観察することで，人文現象の基礎と
なる大地の成り立ちおよび環境を明らかにすることを目的に，集落資源グループ（担当：筒井）は
前年と同様に農村集落の住民へ 面接式 質問票調査（メンタルマップを含む） 行い，地域住民
が認識している地域課題の実態を調査することを目的 した。フエ科学大学は教員を含めて 8 名で
の対応となった（表 6）。 
表 3 フエ科学大学の 2013 年度参加者 
表 6 フエ科学大学の 2014 年度参加者 
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Phu vang 砂州海岸において図 4 に示す A から F の 6 地点において調査を実施した。砂州の南東端
には一部に花崗岩からなる岩石海岸が知られ，砂の供給源のひとつと考えられたため，観察に訪れ
た（図 4 中の★）。学生実習の現地調査は，日本の学生 3 名，ベトナムの学生 5 名と教員 1 名，そし
て小玉の計 10 名で，2014 年 3 月 2 日～5 日に実施した。 
図 2 ベトナム中部海岸における砂丘と 
浜堤列平野の分布 
図 3 海岸平野と Cau Hai Lagoon の地理的分布 
ヴァン砂州海岸における地形環境調査 
から 5 日に実施した。 
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社製の Tru Pulse 360）を用い，汀線から地形傾斜の変換点毎
に計測し，縦断図を描くと同時に地形要素を判別した。海浜
堆積物に関しては，地形要素毎に表面の砂を採取し，0.063 












A から F 地点における縦断測量の結果





また berm III や beach ridge では一部に比
高 50 cm～1 m ほどのドーム砂丘が観察
された。いっぽう，D から F 地点では汀段が 1 段あるいは 2 段しか観察されず，その内陸側では標
高 6 m 以上の砂丘地へと続いていた。 
これらの地形配列を模式的にまとめ図 6 に示した。砂丘が発達する南東側の沿岸部では，砂丘が
beach ridge や berm の空間を占領して，その結果砂浜の奥行きが狭くなっていることが確認された。 
 
b. 海浜堆積物の中央粒径 
地形要素毎に求めた中央粒径の沿岸変化を図 7 に示した。多くの地点で berm II, berm III，浜堤列，
そして砂丘砂の中央粒径は 0.4 mm 前後で類似した値を示した。Berm I に注目すると調査範囲の南
北では 0.6 mm ほどであったのが，中央の D 地点では 1 mm と粗くなっていた。このことが漂砂の
方向性とどのように関わっているのか，にわかには判断しがたいが，混合粒径における粗粒子の易
動度の上昇を考慮すると，D 地点に向けて南北からの漂砂が推定される。海岸線伸張方位の変換点
が D 地点付近に存在する理由と関連する。 
 
 
写真 1 浜にあげられた 
伝統的な漁船 
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図 4 調査海岸の位置図 
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図 5 海岸縦断形と地形要素の判別 
図 6 ベトナム中部における海岸縦断形 
の構成要素模式図 
図 7 海岸堆積物の地形要素に応じた 
中央粒径変化 
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断面において，砂表面温度には大きな差違が認められた。たとえば C 地点ではわずか 25m 程離れた
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科学大学の学生 2 名，地域学部の学生 2 名，および筆者（菅森）で構成される。打ち合わせでは日


















鳥取大学での岩石薄片作成設備については，赴任当初（2014 年 4 月）は二次切断用岩石カッターが
1 台，研磨機が 1 台のみであり，フエ科学大学との設備差はそれほどない状況であったが，日本国





























14:00～16：05 報告会  
地域学論集 第 12 巻第 2 号(2015) 
 
（地質）グループはフエ
科学大 の教員 1 名，フエ科学
大 の 生 2 名，地域学部の学生 2 名，および筆者（菅森）で構成される。打ち合わせでは日越の
クリノメータ の違いやその使い方について確認しあった（写真 2A）。  
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ボードが非常に有用であった（写真 2F）。昼からは 2 日目と同様に岩石薄片の作成に費やした。 
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写真 3 ベトナムの村で地元の 
住民にインタビューする 
日本人学生とベトナム人学生 
（2014 年 3 月 3 日） 














































図 10 ふたつの調査スタイル 























図 10 ふたつの調査スタイル 
図 11 調査者は自分の調査対象を問う 図 12 調査者は自身の調査対象から 
問われる存在でもある 
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Please draw a map of Le Xa Trung village. And write place of ① your family
temple,②well-managed family temple, and③unwell-managed family temple.
▶Q2
How many people came anniversary at your family temple?
How do you set up anniversary day?
10 years ago :
Now :
▶Q3
At anniversary, what are their roles?
Old people   :
Adult       :
Young people :
▶Q4
If young people decrease in the future in this village, do you think what problems
happen at anniversary?
▶Q5
If young people decrease, what problems happen in this village?
Is your work in the field become harder than now?
Is these no people to care their temple, no people take care old people?
Do your village continue to set up the customs?
▶Q6
Can you image that in the future, this village will lost?
After research we have some conclusion:
・We feel the numbers of  people join anniversary day same between now and 10
years ago, but party become bigger.
・Some activities in tranditional festival and holiday in the village lost. Example:
regatta, volleyball on the women’s day…
・If children decrease in this village, the works in the field don’t become harder.
・Although young people decrease, temples are kept by people.
・Young people go to big city to find job, because this village don’t have many job.
図 12 2013 年度調査の質問項目 
図 13 2013 年度調査の結論 
Think of Japanese student’s and Vietnamese student’s “Aging” in the village
▶Japanese students
・When we walked Le Xa Trung village, we didn’t feel “aging.”
・After interviews, we knew Vietnamese people’s thinking about aging. Not all Vietnamise  feel aging.
・We feel difference Vietnamese thinkings and Japanese thinkings about aging.
・We think rural area in Vietnam have aging society in the future.
▶Viet Nam students
・Now: have aging proplem
・Near future: young people continue to decrease in village
・Long future: have many ideas that
+ the village will become the urban
+ the village continue “aging” and lost
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b. ストーリーマップの作成に向けて―2014 年度プログラム 
2014 年度は 2013 年度までと同様にメンタ
ルマップを用いた調査方法を採用したが，そ
の一方で成果を共有することをもう一つの目
的として Story Map を用いた WebGIS の構築




ArcGIS Online の Web マップでであり，これ
に Story Map のテンプレートと関連付けるこ





2014 年度のテーマは「レーサーチュン村での 30 年前の生活の記憶」として図 15 のようなステッ
プで演習を行った。その際には図 16 のような質問を行いながらメンタルマップの作成を地域住民に
行ってもらった（写真 6） 
その結果を“Sự thay đổi 
trong ký ức đời sống của 
ngươi dân thôn Lê Xá Trung 
30 năm về trước- xã Phú 
Lương, huyện Phú Vang. tỉnh 
Thừa Thiên - Huế（トゥアテ
ィエンフエ省フーヴァン県
フールオン行政村レーサー
写真 4 ディスカッションの様子（1） 
（2014 年 3 月 2 日） 
*Step1  Draw Mental Map
                               ↓
           One kind of map show memories of  local people about their homeland.
*Step2  Interview
→We want to know 30 years ago village’s state.
*Step3 Make a Story map
図 15 2014 年度調査のステップ 
I. Introduce myself ( ourself)
II. We want to know around Le Xa Trung village in present.
So please write a present map of the area around Le Xa Trung village.
And please remember about “ around “ not only Le Xa Trung village
Could you draw a map about your daily life?
図 16 2014 年度調査の質問項目 
写真 6 2014 年度のメンタルマップ調査の様子 
（2015 年 3 月 3 日） 
 
写真 5 ディスカッションの様子（2） 
（2014 年 3 月 5 日） 





t   r  t l 
                               
            i  f  s  ri s f  l l l  t t ir l .
te   I ter ie
e ant to kno  30 years ago village’s state.
* tep3 ake a tory ap
I. I tr  lf ( r lf)
II.  t t   r    r  ill  i  r s t.
 lease rite a rese t a  f t e area ar  e a r  illa e.
 lease re e er a t “ ar  “ t l  e a r  illa e
ould you dra  a ap about your daily life?
 
容易
I  e eb ップであり  
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チュン村の住民の記憶の中にある 30 年前からの暮らしの変化）”という Story Map として作成をし
た。この際に重要になるのがメンタルマップで表現された地点の地理座標（緯度経度）と，その地
点を視覚的にあらわす景観である。その情報の取得は，学生がその場所におもむいて GPS 付デジタ





































図 17 調査結果を用いて構築したレーサーチュン村の Story Map 
公開 URL：https://vn-gis-project.maps.arcgis.com/apps/MapTour/?appid=79b56634698141368b5a2abb2aff9fef 
図 18 クアンナム省ソンビエン行政村位置図 
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L tt s:// - is- r j t. s. r is. / s/ T r/ i ff f f 
 
“T     í   tỉ , t   i t  ”  
れらの は，学生がその場所におもむいて GPS 付デジタル




    í   ỉ ,   i    
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A Lưới）において，集落資源グループはクアンナム省（tỉnh Quảng Nam）ノンソン県（huyện Nông Sơn）




































写真 7 ソンビエン行政村でのエクスカーションの様子 
（2015 年 3 月 7 日） 
 




エ省内のアールオイ県（huyện A Lưới）において，集落資源グループはクア ナム省 tỉnh Quảng Nam）




































写真 7 ソンビエン行政村でのエクスカーションの様子 





（huyện A Lưới）において，集落資源グループはクアンナム省（tỉnh Quảng Nam）ノンソン県（huyện 



































の映像は VTV において閲覧可能となっている（図 19）。また地元新聞のテゥアティエンフエ新聞
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図 19 ベトナム国営放送 VTV による放送アーカイブの URL 
図 20 テゥアティエンフエ新聞の記事 





































筒井一伸・仲野 誠・永松 大・グエン クアン トゥアン・ブイ ティ トゥ・レ ディ トゥアン（2012）：ベト
ナムにおける「海外フィールド演習」の成果と課題―フエ市でのパイロットプログラムの実施を通して―，
『地域学論集』9：1-21． 




 (2015 年 10 月●日受付，2015 年 10 月●日受理) 
 
図 21 海外フィールド演習の意義 
 (2015年10月2日受付，2015年10月6日受理）
